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令和5年5月25日

校長  鈴木　恭子
(公印省略)

今年度の重点目標 学園としての取組 取組
項目

学校の経営目標
（中期目標）

今年度の重点目標
（単年度目標）

今年度の重点目標を
達成するための具体的方策

・休日出勤も含めて働く時間を把
握させた上で、授業の充実を最
優先にし時間の短縮を図る。

・タブレット端末等ICTを、会議の
精選や保護者の連絡に活用し効
率化を進める。部分的にも教科担
任制を進め、授業準備の効率
化、外部人材を活用した指導の
質の向上を図る。

・年間計画を見通して、参加でき
る地域行事等に見通しをもつ。

・年度当初に地域行事の予定を
知らせ、無理なく参加できる体制
を整えていく。

・すべての児童が自ら目標に取り
組んだり課題解決したりすること
ができるよう、学校支援ボランティ
アの協力を得るとともに、特別支
援の視点も取り入れながら教育活
動を展開する。

・すべての児童が学習に参加する
ことができるよう、安心できる環境
づくりに努める。
・学習支援ボランティアの活用の
場を広げるとともに、研修を行い
特別支援教育への理解を深め
る。

・キャリアパスポートの取り組み
を、保護者と共有し、家庭とともに
自己肯定感を育む。

・特活部・学年会等で毎学期ごと
に取り組みを確認し確実に実施し
ていく。

喫
緊
の
課
題

学
校
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を

目
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し
た
学
校
の
働
き
方
改
革

①教員のタイムマネ
ジメント力、外部人
材の活用率の向上
②地域行事等への
参加の工夫等

①　ＩＣＴを活用しながら、教員のタイムマネジメントが行えるよう
にするとともに、積極的、計画的に学校支援ボランティア等の
外部人材を活用していく。
②　地域行事については、年度当初から見通しをもち、計画的
に参加ができるようにする。

学
校
の
働
き
方
改
革

・より教科領域の本質を捉えた指
導にシフトした、タイムマネジメント
を行い、外部人材で補える事項
はサポートを願いできる体制を整
えるとともに、お願いする意識をも
たせていく。

・早寝・早起き・朝ごはんができて
いるかを中心に、正しい生活リズ
ムで過ごすことができるようにす
る。

・長期休業日明けに、一定期間の
記録を行う「すこやか調べ」を実施
し、生活リズムを振り返るきっかけを
作る。また、振り返った内容から自
己の課題を保護者とともに考えさ
せ、具体的に解決する手立てを見
出し、実践させる。

・学校の教育活動全体において
体力づくりを推進するとともに、地
域と連携した体力づくりの推進を
図る。

・体育の授業以外に取り組める体
力づくりについて検討・実施す
る。

・学校ボランティアを活用し、体力
測定を適正に実施していく。休み
時間を活用した体力づくりを検
討・実施するとともに、放課後子ど
も教室との連携を図る。

特
色
あ
る
教
育
活
動

（
そ
の
他

）

①地域の人財を活
用して総合的な学
習の時間等の充実
を図る。
②キャリアパスポート
を活用して自己肯定
感を育んでいく。

①　CSサポート部や学校支援ボランティア、その他の地域人材
の活用について教育計画に位置付け、積極的に実施してい
く。
②　節目ごとに自己を振り返る活動を位置づけ、コーチングを
ベースに自己の成長を自覚する取り組みをしていく

特
色
あ
る
教
育
活
動

（
そ
の
他

）

・すべての児童が自ら目標を立て
「自分で自分を伸ばす」ことができ
るよう、安心できる環境をつくると
ともに、目標達成に向け粘り強く
支援する。

・目的に納得しながら主体的に取
り組めるように指導を工夫する。
児童・生徒が主体となり改訂版鷹
南スタンダードを見直し、重点目
標の共有と率先垂範による取り組
みの徹底を図る。

・児童・生徒が主体となり改訂版
鷹南スタンダードを見直す。あい
さつ、靴箱の整頓など分かりやす
い行動目標を示し、できるまで取
り組ませる。

・児童・生徒を主体としたデジタル
シチズンシップ教育を活用しなが
らいじめを生まない学校風土を醸
成する。

・デジタルシチズンシップ、道徳
教育、支援教育、特活・交流活動
等の社会性を育てる教育のj指導
の重点について共通理解して取
り組み、保護者等に理解を求めて
いく。

・デジタルシチズンシップ、自己の
生き方について考える道徳授業、
ケース会議の活用、役割を明確
にした特活・交流活動を実施する
とともに、いじめ対応等について
は児童・保護者に寄り添った丁寧
な対応をする。

（
体

）
　
健
康
・
体
力

①学園運営委員会
を活用し、学園にお
ける健康・体力育成
上の課題に対応す
る。

①自らの健康に関心をもつとともに、家庭と連携し生活リズム
の向上を図る。
②学園運営委員会において、調査結果を分析し課題を明確
にした上で、体育の授業をはじめ、体育の授業以外にも体力
づくりに取り組む。

（
体

）
　
健
康
・
体
力

・自己の健康に関心をもち、課題
に対して解決しようとする児童の
育成を推進する。

・教科の本質小・中の系統を意識
した主体的・対話的で深い学びと
個別最適な学びを学習用タブ
レット端末の活用と合わせて日々
の授業実践に取り入れるととも
に、学校支援ボランティアを効果
的に活用する。

・評価に視点をおくとともに、一人
ひとりに応じた学びを取り入れ、
学習用タブレット端末を活用しな
がら、日々の授業実践を工夫して
いく。校内研修や観察授業の機
械を活用するとともに、学校支援
ボランティアの活用場面を検討し

・鷹南スタンダードを基盤として、
家庭学習や自主的な学習を充実
させ、学習用タブレット端末の活
用を図りながら、より主体的な学
びの構えを作っていく。

・児童・生徒が主体となり改訂版
鷹南スタンダードを見直し、家庭
学習、タブレット端末を活用した
自学自習の習慣、反復学習の徹
底などを推進する。

・家庭学習やタブレット端末の活
用等について各学年で検討し取
り組ませながら、改訂版スタン
ダードの取り組みについて子ども
の自己評価等にも組み入れ、保
護者に伝えるなどしながら、連携
を強化していく。

（
徳

）
　
豊
か
な
人
間
性

①改訂版「鷹南スタ
ンダード（生活のスタ
ンダード）」を浸透さ
せる。
②デジタル社会に
通用する人権教育・
道徳教育を充実さ
せ、自立した学園生
を育てる。

①改訂版鷹南生活スタンダードを児童・生徒が主体となり見直
すことで、、一層、焦点化、重点化したものにするとともに、主
体的に学校生活を送る態度を育てる。また、保護者へ周知徹
底するとともに、教員の意識を強化する。
②学園生としてまとめたデジタルシチズンシップについての考
えを基に、てデジタル社会に求められる人権感覚を育ててい
く。教師が手本を示し、いじめ防止やいじめの対応に全力で取
り組む。当事者や保護者にきちんと説明して納得を得るように
する。さらに学校行事・学園行事やボランティア活動を通して
自己有用感や肯定感を高める。

（
徳

）
　
豊
か
な
人
間
性

・鷹南生活スタンダードの活用を
通し、目的を意識させるとともに達
成感を味わわせ、自己肯定感を
高める生活指導を浸透させる。
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（
知

）
　
確
か
な
学
力

①一貫した授業改
善を推進する

②学習の個性化、
指導の個別化への
対応を進める。

③改訂版鷹南スタン
ダードを浸透させ
る。

①三鷹市教育研究協力校としての研究成果を生かし、乗り入
れ授業を活用した各教科等の本質に迫る主体的・対話的で深
い学びを目指した授業改善を進める。

②学校支援ボランティア等を拡充しながら地域未来塾やタブ
レット端末を活用し、家庭学習の習慣を身に付けるとともに、よ
り主体的な学習への構えを作っていく。

③児童・生徒が主体となり改訂版鷹南スタンダードの見直しを
図ることで、主体的に学校生活を送る態度を育てるとともに、定
着のため保護者へ周知徹底するとともに、教員の意識を強化
する。

（
知

）
　
確
か
な
学
力

・学園の各研究分科会の提案を
受けて学習ボランティアの活用を
図りながら学習の個性化や指導
の個別化に配慮しながら日常授
業の改善を推進する。

効果的な乗り入れ方法について
一般化を図り、より多くの教科・領
域において効果的な方法を示し
ていく。

・効果的な乗り入れ授業の在り方
を共有しつつ全教科・領域での
研究を進める。

・昨年度の学園研究で得た成果
をもとに授業実践し、教科・領域
ごとの分科会で指導法の効果を
検証し、PDCAを進める。

効果的な交流活動の在り方につ
いて検証をもとに創造する体制づ
くりを進めていく。

・交流活動の意義を明確にし共
有するとともにその効果を明らか
にする。

・意義と目的に照らして活動を見
直す。そのために児童生徒のアン
ケートや行動観察により評価して
改善策につなげる

①CS委員会の意義や役割を明確
にし、学園運営に一層生かしてい
く。

CS委員会の意義や役割について
教員が理解を深めるとともに、CS
委員会と学校の実態や課題を共
有し、連携・協働を推進する。

CS委員会の意義や役割、地域協
働活動について理解を深めるた
めの教員研修やCSと教員との熟
議を実施する。

②学校３部制の実現に向け、学
園・学校の実態に合った取り組み
を推進する。

②-（１）学校の実態に応じた第２
部としての放課後の活動を充実さ
せる。

②－（１）学校支援ボランティア等
の拡充をしながら組織的・計画的
に進める。

②-（２）学校の実態に応じた第３
部の実施を、できることから検
討・実施していく。

②-（２）地域学校協働活動の活
用も図りながら、地域のニーズに
応じた活動や学校・地域の強味
に応じた活動を試行的に実施す
る。
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①CS委員会の意義
や役割を明確にし、
学園運営に一層生
かしていく。
②たかみんネットの
よさを探り、活動する
ことでスクール・コ
ミュニティを推進す
る。

①研修会や熟議を開催し、CS委員会やCS部会の意義や役割
の合意形成を丁寧に進め、創造的で持続可能な取り組みを進

める。

②従来のCSプロジェクト活動に加え、放課後の子供の活動や
社会教育・生涯教育などの多様な活動について、希望調査等
をもとに新たな活動内容や場所を提供して、学校3部制の活動

を推進する。

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー

ル
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営

小
・
中
一
貫
教
育
校

と
し
て
の
教
育
活
動

①より多くの教科で
相互乗り入れ授業を
想定した取り組みを
進め一層の充実を
図る。
②学園行事の内容
の精選・検証を行
い、質を高めるととも
に交流活動の充実
を図る。

①鷹南学園の教員たちの日々の授業改善により、児童・生徒
たちがどのように育っているかを見取る方法について、研究を
進める。
②これまで培われてきた学園行事が学園生主体の取り組みに
なるよう検証し、意義や目的を考え、取り組みの変更や活動内
容の工夫・改善をしていく。

小
・
中
一
貫
教
育
校

と
し
て
の
教
育
活
動

①　主体的に学びに向かう力
②　自他のよさを肯定的に受け止め人を思いやる力
③　運動に対する関心をもち、自ら体力を高める力

○自分で考える（自ら学び、考え、行動する）   → 基礎的・基本的知識・技能（何を知り、何ができるか） ・学
習習慣、思考力、判断力、 表現力等（それをどう使うか） ・学ぶ意欲や学び方（どのように生きるか）… を身に
付けた子供
○人を思いやる（思いやりの心をもち、互いに認め合う）   → 思いやり、他者理解の能力、社交性等を身につ
けた子供
〇健康でたくましくよく働く（進んで心と体をきたえる）   → 心身の健康（自己肯定感、体力）、集中力、持続力
等を身につけた子供

今年度の改善方策 今年度の改善方策

①　CS委員会において研修や熟議を行い、合意形成を丁寧にしながらスクール・コミュニティのネットワー
クを構築する。
②　学園生のための交流活動となるよう、丁寧に検証する。また、学園の教育活動全体で学校支援ボラン
ティアの活用を進める。
③　学園研究を活用し、主体的・対話的で深い学び、個別最適な学びの取り組みについて検証し改善を
積み上げていく。
④　子どもを信じ、保護者と連携し、健全育成を推進していく。

①　教員やCS委との交流や熟議等を行い、合意形成を丁寧にしながらスクールコミュニティのネットワークを活
用・発展させる。
②　学園生の交流活動や乗り入れの効果について丁寧に検証し、活動の改善と充実に役立てる。
③　見方・考え方を働かせ、教科等の本質に迫る、主体的・対話的で深い学びを一層充実させる。
④　個別最適な学びを実現するため、学習用タブレット端末の活用し、指導の個別化と学習の個性化を積極
的に取り入れる。
⑤　デジタルシチズンシップ教育、鷹南スタンダードについてわかりやすく発信し、保護者と連携して健全育
成を推進する。

昨年度明らかになった課題　※昨年度の学園評価から 昨年度明らかになった課題　※昨年度の学校評価から

①　CS委員会の目的等について引き続き合意形成を進め、スクール・コミュニティの核を目指す。
②　学園生の交流活動・乗り入れや学校支援ボランティアの活用について意義や目的を考え、さらに工夫し、効果
を上げていく。
③　主体的・対話的で深い学びに向け、授業改善を図る。学習用タブレット端末の活用・個別最適な学びを踏まえた
実践をしていく。
④　小・中一貫して学園生の心を豊かにし、一層安心して楽しく学園生活を送っていけるようにする。

①　CS委員会や部会の意義や目的、役割について合意形成を進め、スクールコミュニティの核としての役割
を充実させる。
②　学園生の交流活動や乗り入れについて意義や目的を考え、さらに工夫し、効果を上げていく。
③　主体的・対話的で、深い学びに向けた授業改善の成果を検証し、学びを充実させていく。
④　タブレット端末の活用を踏まえた個別最適な学びを充実させる。
⑤　自他を尊重し、相手を思いやってみんなが楽しい学校生活を送っていけるようにする。

学園で重点的に育む資質・能力　※教育課程届出から 学校で重点的に育む資質・能力　※教育課程届出から

様式１（市教委報告用）

三鷹市教育委員会　様

令和５年度  鷹南学園  三鷹市立中原小学校  経営計画

令和５年度の経営計画について、下記のとおりお届けします。

記

学園の経営計画　※学園内で統一記述 学校の経営計画　※学校ごとに記述


